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活
発
で
あ
り
、
旧
態
然
と
し
た
巡
礼
地
信
仰
以
外
に
大
き
な
特
色
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
中
で
「
聖
観
音
宗
」
は
唯
一
、
布
教
活
動
や
社
会
福
祉
活
動
が
極
め
て
顕
著
で
あ
り
、
た
ん
な
る
巡
礼
地
信
仰
か
ら
の
脱
皮
が
計
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。さ
て
、
次
に
新
教
団
群
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
ま
ず
、
東
京
都
立
川
市
の
真
澄
寺
に
本
部
を
置
く
「
真
如
苑
」
は
、
十
一
面
観
音
、
釈
迦
牟
尼
仏
、
不
動
明
王
を
本
尊
と
す
る
真
言
系
の
教
団
で
あ
り
、
醍
醐
寺
派
の
真
言
密
教
を
そ
の
母
胎
と
し
て
い
る
。
教
勢
は
教
会
十
三
、
教
師
二
千
五
百
人
、
信
徒
五
十
万
人
と
公
称
さ
れ
、
最
近
は
海
外
へ
の
進
出
も
盛
ん
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
次
に
「
阿
含
宗
観
音
慈
恵
会
」
は
、
京
都
の
花
山
に
本
部
を
置
く
密
教
系
の
教
団
で
あ
る
。
本
尊
は
準
胝
観
音
、
大
日
如
来
、
釈
迦
牟
尼
仏
で
、
教
勢
は
教
会
六
、
支
部
三
、
教
師
三
十
五
人
、
信
徒
五
万
人
と
公
称
さ
れ
て
い
る
。
次
に
「
平
和
観
音
妙
庵
」
は
、
本
部
を
金
沢
市
に
置
き
、
十
一
面
観
音
を
本
尊
と
す
る
教
団
で
あ
る
。
教
勢
は
、
教
師
十
人
、
信
徒
千
人
と
公
称
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
岡
山
県
に
本
部
を
置
く
「
観
音
聖
教
」
は
、
十
一
面
観
音
を
本
尊
と
す
る
教
団
で
、
『
観
音
経
』
に
説
か
れ
る
現
当
二
世
の
幸
福
祈
願
、
大
慈
大
悲
利
他
行
を
教
義
と
し
て
い
る
。
教
勢
は
、
教
会
一
、
支
部
十
、
教
師
二
十
人
、
信
徒
五
千
人
と
公
称
さ
れ
て
い
る
。
　
次
に
、
表
末
に
附
と
し
て
掲
げ
た
「
世
界
救
世
教
」
は
本
部
を
熱
海
、
箱
根
に
置
く
神
道
系
の
教
　
団
で
あ
る
が
、
こ
の
教
団
の
以
前
の
本
尊
は
千
手
千
眼
観
音
で
あ
り
、
教
団
名
を
「
大
日
本
観
音
会
」
と
称
し
て
い
た
。
こ
の
教
屈
は
観
音
信
仰
と
神
道
系
の
「
大
本
」
教
の
影
響
が
強
く
衷
わ
れ
て
お
り
、
純
然
た
る
観
音
信
仰
を
中
心
と
す
る
教
団
と
は
異
な
る
が
、
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
い
た
。
教
勢
は
教
会
二
、
教
師
四
千
人
、
信
徒
九
十
万
人
と
公
称
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
新
教
団
群
も
既
成
教
団
群
と
同
様
に
密
教
系
の
も
の
が
多
い
こ
と
が
第
一
に
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
「
真
如
苑
」
や
「
阿
含
宗
観
音
慈
恵
会
」
で
は
観
音
は
単
独
の
本
尊
で
は
な
く
、
参
考
に
あ
げ
た
「
世
界
救
世
教
」
に
い
た
っ
て
は
本
尊
も
教
団
名
称
も
ま
っ
た
く
変
更
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
教
団
の
観
音
信
仰
は
ま
っ
た
く
流
動
的
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
唯
一
、
観
音
を
独
立
本
尊
と
す
る
教
団
は
「
観
音
聖
教
」
の
み
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
教
団
群
は
全
国
レ
ベ
ル
か
ら
見
て
中
規
模
お
よ
び
小
規
模
で
、
い
ず
れ
も
教
勢
は
発
展
途
上
段
階
に
あ
り
、
す
で
に
安
定
期
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
法
華
系
新
教
団
群
等
と
比
較
し
て
み
て
か
な
り
な
差
異
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。こ
れ
ら
の
諸
点
を
総
合
す
る
と
、
観
音
信
仰
を
中
心
と
す
る
教
団
の
う
ち
既
成
教
団
の
多
く
は
旧
来
か
ら
の
庶
民
信
仰
に
依
存
し
た
巡
礼
地
信
仰
の
域
を
脱
し
て
お
ら
ず
、
教
団
と
し
て
の
活
動
も
低
迷
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
新
教
団
群
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
発
展
途
上
の
段
階
に
あ
り
、
そ
の
観
音
信
仰
も
い
つ
他
の
も
の
に
変
化
し
て
い
く
か
も
知
れ
ぬ
流
動
的
な
要
素
の
強
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
仏
教
系
教
団
群
の
中
に
お
い
て
、
い
わ
ば
観
音
信
仰
系
教
団
群
と
も
い
う
べ
き
も
の
の
地
位
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
展
望
も
実
に
不
確
実
性
に
満
ち
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
註
①
こ
の
表
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
庁
『
宗
教
年
鑑
』
、
仏
教
タ
イ
ム
ス
『
仏
教
大
年
鑑
』
、
雄
山
閣
出
版
『
新
宗
教
研
究
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
、
金
花
舎
『
現
代
仏
教
を
知
る
大
辞
典
』
、
大
蔵
出
版
『
新
宗
教
の
世
界
』
等
を
主
に
利
用
し
た
。
②
大
蔵
出
版
「
新
宗
教
の
世
界
」
1
、
一
九
〇
頁
。
③
「
聖
観
音
宗
」
の
布
教
活
動
は
、
各
種
の
所
属
団
体
を
設
け
て
多
方
面
に
お
よ
ぼ
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
事
業
面
で
も
幼
稚
園
、
病
院
、
福
祉
会
館
等
を
設
立
し
て
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
ま
た
「
仏
教
文
化
講
座
」
を
は
じ
め
と
し
て
各
種
の
講
座
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
他
の
既
成
教
団
に
見
ら
れ
ぬ
「
聖
観
宗
」
の
積
極
的
な
カ
ラ
ー
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
華
林
園
と
仏
教
藤
井
照
之
六
朝
の
貴
族
知
識
人
の
仏
教
受
容
を
考
え
る
場
合
、
宮
廷
に
附
属
す
る
一
庭
園
で
あ
る
華
林
園
の
存
在
が
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
華
林
園
に
於
い
て
行
わ
れ
た
仏
教
が
特
殊
な
仏
教
形
態
を
示
す
と
言
う
の
で
は
な
く
、
華
林
園
そ
の
も
の
が
本
来
的
な
庭
園
と
し
て
の
機
能
を
果
し
た
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
仏
教
受
容
の
為
の
重
要
な
施
設
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
は
斉
・
梁
代
に
於
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
華
林
園
が
仏
教
O
受
容
の
上
で
如
何
な
る
機
能
・
役
割
を
果
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
華
林
園
の
歴
史
は
古
く
、
魏
の
洛
陽
に
於
い
て
巳
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
『
魏
志
』
文
帝
紀
黄
初
四
年
の
条
の
裴
松
之
の
注
に
次
の
よ
う
に
云
う
。
魏
書
日
、
…
…
是
冬
、
甘
露
降
二芳
林
園
↓
臣
松
之
按
芳
林
園
即
今
華
林
園
、
斉
王
芳
即
位
、
改
為
二華
林
唱
こ
れ
を
見
る
と
、
魏
の
斉
王
芳
が
即
位
し
た
の
に
と
も
な
い
、
斉
王
芳
の
諱
を
避
け
て
芳
林
園
を
華
林
園
と
改
称
し
た
と
云
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
華
林
園
は
裴
松
之
の
南
朝
宋
の
時
代
ま
で
続
い
て
い
た
と
云
う
。
但
し
、
同
じ
『
魏
志
』
巻
=
二
王
朗
伝
の
中
で
は
、
已
に
明
帝
の
時
に
華
林
園
が
②
存
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
多
少
の
疑
問
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
16
て
も
魏
の
時
代
に
華
林
園
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
無
い
よ
う
で
あ
る
。
③
そ
の
後
、
洛
陽
の
華
林
園
は
三
国
魏
に
続
く
西
晋
・
北
魏
に
於
い
て
も
存
続
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
洛
陽
の
華
林
園
と
は
別
に
、
東
晋
の
建
康
に
も
華
林
園
は
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
晋
④
の
建
康
遷
都
に
と
も
な
い
、
洛
陽
に
倣
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
建
康
に
造
ら
れ
た
華
林
園
は
東
晋
か
ら
宋
・
斉
・
梁
・
陳
へ
と
続
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
永
い
歴
史
を
有
す
る
華
林
園
は
、
庭
園
本
来
の
鑑
賞
用
と
し
て
の
役
割
と
と
も
に
、
次
第
に
多
目
的
な
利
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
『
世
説
新
語
』
言
語
篇
を
見
る
と
、
東
晋
簡
文
帝
の
話
を
挙
げ
、
簡
文
入
二華
林
園
↓
顧
謂
二
左
右
一
日
、
会
心
処
不
二
必
在
ア
遠
、
翳
然
林
水
、
便
自
有
二濠
濮
間
想
一也
、
不
γ
覚
鳥
獣
禽
魚
、
自
来
親
ノ
人
、
と
あ
り
、
ま
た
『
晋
書
』
巻
八
三
王
雅
伝
に
も
、
帝
起
二清
暑
殿
於
後
宮
↓
開
二
北
上
閤
↓
出
二
華
林
園
↓
与
二
美
人
張
氏
一同
游
止
、
惟
雅
与
焉
、
と
あ
っ
て
、
東
晋
時
代
に
は
未
だ
庭
園
鑑
賞
や
遊
宴
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
宋
代
の
頃
か
ら
他
の
目
的
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
宋
書
』
巻
八
明
帝
紀
を
見
る
と
、
於
二華
林
園
芳
堂
一講
二
周
易
h
常
自
臨
聴
、
と
し
て
、
華
林
園
に
於
い
て
講
義
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同
じ
『
宋
書
』
の
武
帝
紀
や
孝
武
帝
紀
に
は
「
車
鴛
於
二
華
林
園
一聴
レ
訟
」
・
「
上
於
二
華
林
園
一聴
レ
訟
」
と
い
う
記
事
が
頻
繁
に
見
ら
れ
、
帝
が
聴
訟
の
場
と
し
て
盛
ん
に
華
林
園
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
利
用
面
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
華
林
園
内
の
施
設
面
で
の
充
実
も
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
、
宋
代
頃
か
ら
幾
つ
か
の
施
設
の
名
が
文
献
の
上
に
も
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
前
出
の
芳
堂
や
0
竹
林
堂
・
延
賢
堂
な
ど
で
あ
る
。
華
林
園
の
利
用
面
で
の
変
化
に
於
い
て
、
と
り
わ
け
仏
教
文
化
に
よ
る
影
響
が
著
し
い
。
ま
さ
に
南
朝
貴
族
文
化
を
特
色
づ
け
た
仏
教
の
影
響
は
、
宮
廷
の
附
属
施
設
で
あ
る
一
庭
園
に
ま
で
も
例
外
⑥
な
く
及
ん
で
い
る
。
そ
の
一
は
、
斉
代
頃
か
ら
華
林
園
に
於
い
て
仏
教
行
事
が
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
『
南
斉
書
』
巻
二
五
張
敬
児
伝
に
、
永
明
元
年
、
勅
二
朝
臣
一華
林
八
関
斉
、
於
レ
坐
収
二敬
児
噛
と
あ
る
の
は
、
華
林
園
で
在
家
信
者
の
為
の
八
関
斉
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
0
『
続
高
僧
伝
』
巻
五
法
雲
伝
に
も
、
通
啓
於
二
華
林
園
光
華
殿
嚇
設
二
千
僧
大
会
哨
分
二
此
諸
物
ハ
為
二
五
種
功
徳
ハ
と
し
て
、
華
林
園
で
催
さ
れ
た
千
僧
大
会
の
記
事
が
見
え
る
。
華
林
園
は
こ
れ
ら
の
仏
教
行
事
の
他
、
ま
た
一
に
は
経
典
の
講
説
や
講
論
の
揚
と
し
て
も
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
⑧
『続
高
僧
伝
』
巻
五
僧
旻
伝
を
見
る
と
、
永
元
元
年
、
勅
二僧
局
一請
二
三
十
僧
噛
入
二
華
林
園
一夏
講
、
僧
正
擬
三
旻
為
二
法
主
ハ
旻
止
レ
之
、
或
日
何
故
、
答
日
此
乃
内
潤
二法
師
↓
不
レ能
三
外
益
二
学
士
ハ
非
レ
謂
二
講
者
叫
と
あ
る
。
こ
こ
に
「
夏
講
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
斉
代
に
は
華
林
園
に
於
い
て
定
期
的
に
講
義
・
講
論
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
同
僧
旻
伝
に
は
別
に
、
天
監
五
年
、
…
…
勅
二
僧
正
慧
超
叫
銜
レ
詔
至
レ房
、
欲
下
屈
与
二
法
寵
法
雲
汝
南
周
捨
等
「
時
入
二
華
林
園
↓
講
中
論
道
義
上
、
⑨
と
い
う
記
事
も
あ
る
。
ま
た
『
高
僧
伝
』
巻
一
〇
保
誌
伝
に
も
講
経
の
行
わ
れ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
…
…
後
法
雲
於
二
華
林
寺
(
殿
)
一講
二
法
華
嚇
以
上
の
こ
と
か
ら
、
華
林
園
が
仏
教
行
事
や
講
経
の
場
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
教
行
事
や
講
経
が
行
わ
れ
た
の
は
華
林
園
に
限
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
梁
武
　
帝
な
ど
は
し
ぽ
し
ば
同
泰
寺
に
行
幸
し
て
講
経
や
捨
身
供
養
を
行
っ
て
い
る
。
但
し
華
林
園
が
宮
殿
⑪
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
帝
に
と
っ
て
華
林
園
が
仏
教
行
事
や
講
経
を
行
う
の
に
大
変
便
利
な
位
置
に
在
っ
た
為
、
頻
繁
に
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
程
ま
で
に
仏
教
が
帝
の
生
活
の
中
に
深
く
は
い
り
込
み
、
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
南
朝
の
貴
族
知
識
人
に
と
っ
て
、
仏
教
が
信
仰
す
べ
き
宗
教
で
あ
る
と
同
時
に
、
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
為
で
も
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
六
朝
時
代
は
仏
教
整
理
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
仏
教
伝
来
以
来
の
膨
大
な
漢
訳
経
典
を
整
理
集
大
成
す
る
為
、
経
録
類
が
作
ら
れ
、
収
集
し
た
経
典
を
収
め
る
経
蔵
も
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
華
林
園
に
も
宮
庭
の
経
蔵
が
造
ら
れ
、
多
数
の
仏
教
経
典
が
集
め
ら
れ
た
の
⑫
で
あ
る
。
『
続
高
僧
伝
』
巻
一
宝
唱
伝
を
見
る
と
、
(梁
武
帝
)
勅
二
安
楽
寺
僧
紹
一撰
二
華
林
仏
殿
経
目
哨
…
…
又
勅
〆
唱
重
撰
、
…
…
遂
勅
掌
二華
林
園
宝
雲
経
蔵
嚇
捜
二求
遺
逸
ハ
…
…
縁
レ是
又
勅
撰
二
経
律
異
相
噛
と
あ
り
、
華
林
園
に
宝
雲
経
蔵
が
在
り
、
し
か
も
、
そ
の
入
蔵
目
録
ま
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
⑬
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
蔵
経
を
利
用
し
て
、
仏
教
の
整
理
集
大
成
に
つ
な
が
る
仏
教
類
書
で
あ
る
『
経
律
異
相
』
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
華
林
園
が
六
朝
の
仏
教
整
理
の
為
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
華
林
園
は
庭
園
と
し
て
の
本
来
の
役
割
と
は
別
に
、
六
朝
時
代
を
通
し
て
次
第
に
多
目
的
な
利
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
仏
教
か
ら
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
講
経
・
講
論
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
、
在
家
信
者
を
対
象
と
す
る
八
関
斉
な
ど
の
仏
教
行
事
に
も
利
用
さ
れ
、
華
林
園
は
仏
教
受
容
の
為
に
重
要
な
一
種
の
仏
教
施
設
と
し
て
も
機
能
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
華
林
園
は
、
そ
の
中
に
経
蔵
が
造
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
整
理
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の
為
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
も
果
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
華
林
園
は
六
朝
時
代
の
仏
教
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
見
過
ご
す
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
更
に
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
註
①
華
林
園
に
つ
い
て
は
、
村
上
嘉
実
「
六
朝
の
庭
園
」
(『
六
朝
思
想
史
研
究
』
所
収
)
の
中
に
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
華
林
園
を
単
な
る
庭
園
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
華
林
園
が
仏
教
受
容
に
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
②
宮
室
を
造
営
し
よ
う
と
す
る
明
帝
に
対
し
て
、
王
朗
が
上
疏
し
た
文
の
中
で
、
華
林
(
園
)
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
今
当
建
始
之
前
足
〆
用
レ
列
二
朝
会
{
崇
華
之
後
足
レ
用
γ序
二内
官
納
華
林
天
渕
足
γ
用
γ
展
二
游
宴
一、
…
…
(
『
魏
志
』
巻
=
二
王
朗
伝
)
ま
た
『
文
選
』
巻
二
〇
「
晋
武
帝
華
林
園
集
詩
一
首
」
の
李
善
の
注
に
『
洛
陽
図
経
』
を
引
用
し
、
華
林
園
在
二
城
内
東
北
隅
哨
魏
明
帝
起
二名
芳
林
園
一斉
王
芳
改
為
二
華
林
哨
と
あ
る
。
こ
れ
が
最
も
妥
当
な
考
察
で
あ
ろ
う
。
③
『
晋
書
』
巻
五
九
趙
王
倫
伝
、
倫
又
矯
詔
開
γ
門
夜
入
、
陳
二
兵
道
南
{
遺
翊
軍
校
尉
斉
王
冏
、
将
二
三
部
司
馬
百
人
ハ
排
レ
閤
而
入
、
華
林
令
二
駱
休
一為
二
内
応
↓
迎
二
帝
幸
二
東
堂
納
遂
廃
二賈
后
一為
二
庶
人
肉
幽
二
之
于
建
始
殿
↓
…
…
恵
帝
乗
二
雲
母
車
↓
鹵
簿
数
百
人
、
自
二華
林
西
門
一出
、
居
二
金
塘
城
↓
…
…
倫
乃
僣
即
二
帝
位
↓
…
…
倫
請
二
宗
室
一会
二於
華
林
園
噛
『
魏
書
』
巻
一
三
宣
武
霊
皇
后
太
后
与
二
粛
宗
一幸
二
華
林
園
哨
宴
二群
臣
于
都
亭
曲
水
朔
④
清
の
趙
翼
は
『
咳
餘
叢
考
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
云
う
。
其
始
本
自
三
洛
陽
有
二
華
林
園
↓
因
而
晋
南
渡
後
以
二
呉
旧
苑
一彷
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之
、
於
γ
是
有
二
建
康
之
華
林
↓
更
に
趙
翼
は
、
石
虎
が
洛
陽
の
規
制
に
倣
っ
て
鄰
都
に
も
華
林
園
を
造
っ
た
と
云
う
。
⑤
『
宋
書
』
前
廃
帝
紀
、
戊
午
夜
、
帝
於
二
華
林
園
竹
林
堂
一射
γ鬼
、
時
巫
覡
云
此
堂
有
γ
鬼
、
故
帝
自
射
レ
之
、
『
宋
書
』
巻
六
三
殷
景
仁
伝
、
其
夜
、
上
出
二
華
林
園
延
賢
堂
一召
二景
仁
ハ
⑥
『
広
弘
明
集
』
巻
一
九
の
陸
雲
「
御
講
波
若
経
序
」
(
大
正
蔵
巻
五
二
・
二
三
五
・
b
～
二
三
六
・
b
)
の
中
で
華
林
園
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
云
う
。
華
林
園
者
、
蓋
江
左
以
来
、
後
庭
遊
宴
之
所
也
、
自
レ
晋
迄
レ
斉
、
年
将
二
百
、
世
属
威
夷
、
主
多
奢
僣
、
舞
堂
鍾
肆
、
等
二
阿
房
之
旧
基
哨
酒
池
肉
林
、
同
二
朝
歌
之
故
所
嚇
自
二
至
人
(梁
武
帝
)
御
宇
嚇
屏
二棄
色
声
一…
…
身
心
安
楽
、
寔
符
二
歓
喜
之
園
↓
⑦
大
正
蔵
巻
五
〇
・
四
六
四
・
c
。
⑧
大
正
蔵
巻
五
〇
・
四
六
二
・
b
～
c
。
⑨
大
正
蔵
巻
五
〇
・
三
四
九
・
c
。
⑩
『
梁
書
』
武
帝
本
紀
の
大
通
元
年
の
条
に
「
三
月
辛
未
、
輿
駕
幸
二
同
泰
寺
一捨
身
」
と
あ
り
、
同
様
の
記
事
が
『
梁
書
』
の
中
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
同
泰
寺
に
於
け
る
講
経
の
記
事
も
多
い
。
⑪
朱
便
『
金
陵
古
跡
図
考
』
参
照
。
⑫
大
正
蔵
巻
五
〇
・
四
二
六
・
c
。
⑬
拙
稿
「
梁
代
仏
教
に
お
け
る
釈
宝
唱
の
役
割
」
(
『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
一
四
号
所
収
)
の
中
で
、
宝
唱
の
『
衆
経
目
録
』
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
中
国
に
於
け
る
仏
教
の
受
容
ー
支
謙
と
康
僧
会
1
稲
岡
誓
純
中
国
仏
教
史
上
い
た
っ
て
初
期
で
あ
る
三
国
時
代
の
呉
を
代
表
す
る
仏
教
者
と
し
て
、
支
謙
と
康
僧
会
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
小
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
者
を
総
合
的
に
比
較
し
な
が
ら
、
特
に
中
国
に
於
け
る
仏
教
の
受
容
の
上
か
ら
の
位
置
づ
け
る
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
支
謙
の
伝
記
は
、
梁
の
僧
祐
撰
の
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
三
に
支
謙
伝
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
同
書
巻
第
六
道
安
伝
、
巻
第
七
支
敏
度
伝
、
そ
の
ほ
か
梁
の
慧
皎
撰
の
『
高
僧
伝
』
巻
第
一
康
僧
会
伝
な
ど
に
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。
康
僧
会
の
伝
記
は
、
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
三
の
康
僧
会
伝
、
『
高
僧
伝
』
巻
第
一
の
康
僧
会
伝
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
『
釈
氏
六
帖
』
巻
第
六
、
『
六
学
僧
伝
』
巻
第
二
、
『
仏
祖
綱
目
』
巻
第
二
十
三
、
『
高
僧
摘
要
』
巻
第
四
な
ど
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
(
一
)
出
生
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
三
に
支
謙
。
字
恭
明
、
一
名
越
。
大
月
氏
人
也
。
祖
父
法
度
、
以
漢
霊
帝
世
、
率
国
人
数
百
帰
化
。
0
拝
率
善
中
郎
将
。
と
、
支
謙
は
字
は
恭
明
ま
た
支
越
と
も
い
い
、
大
月
氏
系
の
帰
化
人
で
洛
陽
生
ま
れ
で
あ
る
。
